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●2011年にアナログ放送終了！ 2
●ユビキタス社会の実現を目指して 4
●那珂川町農業委員会委員選挙 6
●児童手当制度が拡充されました 7
●北沢の不法投棄の解決に向けて 8
●ホームステイウィークエンドin那珂川 9
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地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
は
、  

２
０

０
３
年
12
月
１
日
か
ら
関
東
、
中

京
及
び
近
畿
の
一
部
で
開
始
さ

れ
、
２
０
０
６
年
末
ま
で
に
は
、

全
て
の
都
道
府
県
庁
所
在
地
で
開

始
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま

す
。
現
行
の
地
上
ア
ナ
ロ
グ
放
送

は
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
へ
の
移

行
に
伴
い
、
２
０
１
１
年
７
月
24

日
ま
で
に
終
了
し
ま
す
。

　

地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送
を

視
聴
す
る
に
は
、

①
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
対
応
の
テ

　

レ
ビ
に
買
い
換
え
る

②
地
上
デ
ジ
タ
ル
チ
ュ
ー
ナ
ー
を

　

買
い
足
す

③
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
対
応
済
み

　

の
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
視
聴
す

　

る
、な
ど
の
方
法
が
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
下
記
へ
問
い
合
わ

せ
願
い
ま
す
。

　

昭
和
28
年
�
１
９
５
３
年
�
に
テ
レ
ビ
放
送
が
始
ま
り
�

今
で
は
私
た
ち
の
生
活
に
は
無
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
と

な
�
た
�
テ
レ
ビ
��
白
黒
放
送
か
ら
カ
ラ
�
放
送
へ
と
め

ざ
ま
し
い
発
展
を
続
け
て
き
ま
し
た
�

　

リ
モ
コ
ン
の
ス
イ
�
チ
を
押
す
と
い
つ
で
も
�
日
本
中
�

世
界
中
で
起
き
た
事
柄
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
�
し
か
し
�

こ
の
ま
ま
平
成
23
年
ま
で
何
も
対
応
し
な
い
で
い
る
と
�
テ

レ
ビ
が
映
ら
な
く
な
り
ま
す
�

　

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
受
信
で
き
る
よ
う
に
し
て
�
今
ま

で
に
な
か
�
た
�
見
る
テ
レ
ビ
�
か
ら
�
使
う
テ
レ
ビ
�
へ

の
準
備
を
進
め
ま
し
�
う
�

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
へ
の
完
全
移
行

２０１１年にアナログ放送 終了！
　　　　　　　　あなたの準備は？

問い合わせ先
 ・受信相談／総務省地上デジタルテレビジョン放送受信相談センター 
　☎　０５７０－０７－０１０１
 ・視聴エリア／（社）地上デジタル放送推進協会
　ホームページ　http://www.d-pa.org.jp

（平成23年）

ケーブルテレビに関する問い合わせ先
　役場　高度情報化推進室 
　☎　0287－92－1108

皆さまのご理解、ご協力をお願いいたします。
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ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
と
デ
ジ
タ

ル
テ
レ
ビ
は
何
が
違
う
の
で
す

か
�

　
　

映
像
や
音
声
を
０
と
１
の
デ

ジ
タ
ル
信
号
に
置
き
換
え
て
送
信

す
る
こ
と
が
デ
ジ
タ
ル
方
式
に
な

り
ま
す
。
従
来
の
ア
ナ
ロ
グ
方
式

と
比
べ
て
、
よ
り
高
品
質
な
（
テ

レ
ビ
画
面
が
二
重
映
し
に
な
る

「
ゴ
ー
ス
ト
」
や
雑
音
の
な
い
）

映
像
と
音
声
を
受
信
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
ま
た
、
デ
ジ
タ
ル
化

に
よ
り
、
高
画
質
・
高
品
質
な
ハ

イ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
、
い
つ
で
も
必

要
な
情
報
が
得
ら
れ
る
デ
ー
タ
放

送
、
双
方
向
サ
ー
ビ
ス
、
ワ
ン
セ

グ
サ
ー
ビ
ス
（
移
動
体
・
携
帯
端

末
向
け
サ
ー
ビ
ス
）
な
ど
高
度
な

放
送
サ
ー
ビ
ス
が
実
現
可
能
と
な

り
ま
す
。

　
　

２
０
１
１
年
に
ア
ナ
ロ
グ
放

送
を
終
了
す
る
こ
と
は
�
具
体
的

に
い
つ
決
ま
�
た
の
で
す
か
�

　
　

平
成
13
年
の
電
波
法
改
正

に
よ
り
、
ア
ナ
ロ
グ
周
波
数
変

更
対
策
に
国
費
を
当
て
る
た
め

の
要
件
と
し
て
、
ア
ナ
ロ
グ
放

送
に
よ
る
周
波
数
の
使
用
を
10

年
以
内
に
停
止
す
る
こ
と
と
さ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
踏
ま
え
て

作
成
さ
れ
た
放
送
用
周
波
数
使

用
計
画
（
チ
ャ
ン
ネ
ル
プ
ラ
ン
）

等
に
お
い
て
、
そ
の
使
用
期
限

を
平
成
23
年
（
２
０
１
１
年
）

７
月
24
日
（
計
画
変
更
の
公
示

の
日
か
ら
起
算
し
て
10
年
目
の

日
）
と
規
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
　

２
０
１
１
年
７
月
25
日
以

降
は
�
全
国
ど
こ
で
も
ア
ナ
ロ

グ
放
送
を
視
聴
で
き
な
く
な
る

の
で
す
か
�
７
月
24
日
に
全
国

一
斉
に
放
送
が
終
了
す
る
こ
と

に
な
る
の
で
す
か
�

　
　

ア
ナ
ロ
グ
放
送
に
係
る
周

波
数
の
使
用
期
限
は
、
法
令
で

２
０
１
１
年
７
月
24
日
と
定
め

ら
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
こ
の

日
ま
で
に
は
ア
ナ
ロ
グ
放
送
は

終
了
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

今
後
、
総
務
省
に
お
い
て
、
放

送
終
了
の
具
体
的
手
法
に
つ
い

て
検
討
を
進
め
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

　
　

な
ぜ
�
地
上
デ
ジ
タ
ル
放

送
へ
移
行
す
る
の
で
す
か
�

　
　

地
上
テ
レ
ビ
放
送
の
デ
ジ

タ
ル
化
に
よ
り
、
ハ
イ
ビ
ジ
ョ

ン
に
よ
る
高
精
細
な
画
像
の
実

現
等
映
像
・
音
声
の
高
品
質
化

の
ほ
か
、
今
ま
で
に
な
い
高
度

で
多
彩
な
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で

き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
、
ア
ナ

ロ
グ
放
送
に
比
べ
、
電
波
の
有

効
利
用
を
図
る
こ
と
な
ど
が
あ

げ
ら
れ
ま
す
。
地
上
デ
ジ
タ
ル

テ
レ
ビ
放
送
へ
の
移
行
完
了
後

は
、
従
来
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
放

送
で
必
要
と
し
た
周
波
数
の
一

部
を
携
帯
電
話
や
新
た
な
無
線

サ
ー
ビ
ス
な
ど
に
利
用
で
き
る

こ
と
と
な
り
、
周
波
数
の
逼ひ
っ
ぱ
く迫

の
緩
和
に
資
す
る
と
と
も
に
、

関
連
産
業
へ
の
大
き
な
経
済
波

及
効
果
も
期
待
で
き
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
背
景
か
ら
地
上
放
送

の
デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め
て
い
る

も
の
で
す
。

　
　

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
視

聴
す
る
に
は
ど
う
し
た
ら
良
い

の
で
す
か
�

　
　

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
対
応

テ
レ
ビ
の
使
用
や
、
地
上
デ
ジ

タ
ル
チ
ュ
ー
ナ
ー
を
ア
ナ
ロ
グ

テ
レ
ビ
に
取
り
付
け
る
こ
と
に

よ
り
視
聴
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

こ
の
場
合
、
Ｕ
Ｈ
Ｆ
ア
ン
テ
ナ

が
別
途
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

那
珂
川
町
で
は
こ
の
地
上
デ

ジ
タ
ル
放
送
に
対
応
す
る
た
め

に
も
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
高
度
化

事
業
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
　

ア
ナ
ロ
グ
放
送
が
終
了
す

る
２
０
１
１
年
以
降
は
�
現
在

の
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
が
使
用
で

き
な
い
の
で
す
か
�

　
　

デ
ジ
タ
ル
チ
ュ
ー
ナ
ー
を

購
入
し
、
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
に

取
り
付
け
る
と
、
視
聴
で
き
ま

す
。（
Ｕ
Ｈ
Ｆ
ア
ン
テ
ナ
が
別
途

必
要
）

　

Ｃ
Ｔ
Ｂ
加
入
者
は
、
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
専
用
の
Ｓ
Ｔ
Ｂ
を
使

用
し
て
、
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
で

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
視
聴
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

い
ま
ま
で
も
�
ユ
ビ
キ
タ
ス
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
�
の
コ
�
ナ
�

で
紹
介
し
て
き
ま
し
た
が
�
改
め
て
ア
ナ
ロ
グ
放
送
と
デ
ジ
タ
ル
放
送

の
違
い
を
比
べ
て
み
ま
し
�
う
�

え
� 

う
つ
ら
な
い
！

総務省／
（社）地上デジタル放送
推進協会（D-PA）

Q1A1Q2A2

Q3A3A4 Q4

A5 Q5

A6 Q6

今のテレビじゃ

見られないの？

どのテレビに

買い替えようかな？

いつから

地上デジタルが

始まるの？
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今
回
は
、
主
に
宅
内
配
線
と

Ｓ
Ｔ
Ｂ
・
音
声
告
知
機
に
つ
い

て
掲
載
し
ま
す
。

Ｑ
18　

ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
三
台

と
ビ
デ
オ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
各
一
台
が

あ
る
の
で
す
が
�
Ｓ
Ｔ
Ｂ
は
一

台
で
い
い
の
で
す
か
�
そ
れ
と

も
五
台
必
要
な
の
で
す
か
？

Ａ
18　

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
に

対
応
し
て
い
な
い
テ
レ
ビ
・
ビ

デ
オ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
デ
ッ
キ
の
場
合

は
、
Ｓ
Ｔ
Ｂ
ま
た
は
地
上
デ
ジ

タ
ル
チ
ュ
ー
ナ
ー
が
そ
れ
ぞ
れ

に
必
要
（
計
五
台
）
と
な
り
ま

す
。
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
に
対

　

９
回
目
の
今
回
は
、

①
説
明
会
Ｑ
＆
Ａ
（4）
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
高
度
化
事
業
馬
頭
地
区
住　

　

民
説
明
会
か
ら

②
Ｓ
Ｔ
Ｂ
と
音
声
告
知
機

③
小
川
地
区
住
民
説
明
会

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

①
【
説
明
会
Ｑ
＆
Ａ
(4)
】 

ケ

ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
高
度
化
事
業

馬
頭
地
区
住
民
説
明
会
か
ら

応
し
て
い
る
機
種
の
場
合
は
、
Ｓ

Ｔ
Ｂ
・
地
上
デ
ジ
タ
ル
チ
ュ
ー
ナ

ー
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
一
台
の
Ｓ
Ｔ
Ｂ
か
ら
す

べ
て
の
テ
レ
ビ
や
ビ
デ
オ
等
に
接

続
す
る
と
、
す
べ
て
同
じ
チ
ャ
ン

ネ
ル
（
番
組
）に
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
ビ
デ
オ
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
デ
ッ
キ
で

の
裏
番
組
録
画
も
で
き
ま
せ
ん
。

　

宅
内
配
線
の
一
例

　

宅
内
配
線
の
方
法
は
、
各
家
庭

に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
が
、
配
線

の
一
例
と
し
て
、
茶
の
間
と
二
階

の
二
部
屋
に
配
線
す
る
場
合
を
下

記
に
示
し
ま
す
。

　

ま
た
、
宅
内
配
線
の
注
意
事
項

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

 
・ 

通
信
系
と
放
送
系
の
二
系
統
を

　

配
線
し
ま
す
。

 

・ 
宅
内
配
線
に
は
、 「
５
Ｂ―

Ｂ
」 

　

以
上
の
規
格
を
使
用
し
ま
す
。

 

・ 

放
送
系
の
ケ
ー
ブ
ル
は
、 

種
類

　

に
よ
り
既
存
の
配
線
を
使
用
す

　

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

 

・ 

分
配
器
は
、金
属
製
を
使
用
し

　

ま
す
。

 

・ 

ア
ン
テ
ナ
は
不
要
で
す
。

 

・ 

テ
レ
ビ
だ
け
で
な
く
、 

ビ
デ
オ

　

や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
デ
ッ
キ
の
配
線
に
つ

　

い
て
も
お
忘
れ
な
く
。

 

・ 

音
声
告
知
機
は
、 

電
話
機
の
近

　

く
に
置
き
ま
す
。

 

・ 

配
線
方
法
に
つ
い
て
の
詳
し

　

い
こ
と
は
、電
気
店
等
の
宅
内

　

配
線
事
業
者
に
ご
相
談
く
だ
さ

　

い
。

宅内配線の一例
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Ｑ
19　

Ｃ
Ｔ
Ｂ
に
加
入
す
れ
ば
�

Ｎ
Ｈ
Ｋ
受
信
料
は
払
わ
な
く
て
も

い
い
の
で
す
か
？
払
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
場
合
は
�
町
に
納
め
る

の
で
す
か
？

Ａ
19　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
受
信
料
は
、
Ｎ
Ｈ

Ｋ
と
個
人
と
の
直
接
契
約
で
あ

り
、
Ｃ
Ｔ
Ｂ
に
加
入
・
未
加
入
に

関
係
な
く
負
担
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
支
払
い
先
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
と

な
り
ま
す
。

Ｑ
20　

音
声
告
知
機
を
茶
の
間
と

二
階
に
そ
れ
ぞ
れ
設
置
し
た
い
の

で
す
が
？

Ａ
20　

音
声
告
知
機
は
、
一
契
約

に
つ
き
一
台
を
無
償
貸
与
い
た
し

ま
す
。
二
台
必
要
な
場
合
は
二
契

約
と
な
り
、
Ｓ
Ｔ
Ｂ
と
違
っ
て
二

台
目
以
降
の
有
償
貸
与
は
で
き
ま

せ
ん
。

　

ど
う
し
て
も
二
カ
所
に
置
き
た

い
場
合
は
、
ス
ピ
ー
カ
ー
だ
け
を

延
長
す
る
方
法
も
考
え
ら
れ
ま

す
。

Ｑ
21　

イ
ン
タ
�
ネ
�
ト
を
音
声

告
知
機
に
接
続
す
る
と
い
う
こ
と

で
す
が
�
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
の
機
能
は

あ
る
の
で
す
か
？

Ａ
21　

音
声
告
知
機
に
は
無
線
Ｌ

Ａ
Ｎ
の
機
能
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

Ｃ

Ａ
Ｔ
Ｖ
対
応
の
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
機
器

を
音
声
告
知
機
に
接
続
し
て
利
用

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

Ｑ
22　

現
在
の
音
声
告
知
機
は
留

守
中
な
ど
�
不
在
の
時
の
放
送
の

内
容
が
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ

り
ま
す
� 

新
し
い
音
声
告
知
機
に

は
�
放
送
後
で
も
内
容
を
確
認
で

き
る
よ
う
�
録
音
機
能
は
あ
る
の

で
す
か
？

Ａ
22　

録
音
機
能
を
内
蔵
す
る
機

種
を
検
討
し
て
お
り
ま
す
。

Ｑ
23　

音
声
告
知
機
を
使
�
た
集

落
な
ど
の
グ
ル
�
プ
内
だ
け
の
連

絡
放
送
は
�
ど
の
よ
う
に
使
用
す

る
の
で
す
か
？

Ａ
23　

会
合
の
連
絡
や
日
程
変

更
、
行
事
等
の
中
止
や
連
絡
な
ど

に
使
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
自
治
会
や
行
政
区
な
ど
の

地
域
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
団
体
な
ど
特
定

の
加
入
者
だ
け
に
連
絡
放
送
を
行

う
こ
と
を
�
ペ
�
ジ
ン
グ
放
送
�

と
い
い
ま
す
。
ペ
ー
ジ
ン
グ
放
送

は
書
面
に
よ
る
回
覧
よ
り
も
時
間

が
短
縮
さ
れ
、
急
用
時
に
も
対
応

で
き
る
と
い
う
利
点
が
あ
り
ま

す
。

　

利
用
方
法
は
、

①
連
絡
放
送
を
流
す
グ
ル
ー
プ

（
自
治
会
・
行
政
区
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
、

団
体
な
ど
）
の
構
成
員
を
Ｃ
Ｔ
Ｂ

放
送
セ
ン
タ
ー
に
登
録
し
ま
す
。

②
代
表
者
が
自
宅
の
Ｉ
Ｐ
電
話
機

を
使
っ
て
構
成
員
に
連
絡
放
送
を

行
い
ま
す
。

②
Ｓ
Ｔ
Ｂ
と
音
声
告
知
機
に
は
、

こ
ん
な
機
能
が
あ
り
ま
す

■
Ｓ
Ｔ
Ｂ
（
情
報
検
索
端
末
機)

に
は
、
一
台
で
四
つ
の
機
能
が
あ

り
ま
す
。

①
地
上
デ
ジ
タ
ル
チ
ュ
ー
ナ
ー

　

ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
で
も
地
上
デ

ジ
タ
ル
放
送
が
視
聴
で
き
ま
す
。

②
Ｂ
Ｓ
／
Ｃ
Ｓ
デ
ジ
タ
ル
チ
ュ
ー

ナ
ー

　

ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
で
も
Ｂ
Ｓ
／

Ｃ
Ｓ
デ
ジ
タ
ル
放
送
が
視
聴
で
き

ま
す
。

③
テ
レ
ビ
で
簡
単
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
　

テ
レ
ビ
を
使
っ
て
那
珂
川
町
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
行
政
情
報
を
閲

覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

④
デ
ー
タ
放
送

　

テ
レ
ビ
番
組
を
見
な
が
ら
、
地

上
デ
ジ
タ
ル
放
送
の
デ
ー
タ
放
送

が
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

■
音
声
告
知
機
に
は
、
一
台
で
三

つ
の
機
能
が
あ
り
ま
す
。

①
音
声
に
よ
る
緊
急
・
連
絡
放
送

機
能

　

火
災
や
災
害
時
に
、
必
要
な
情

報
を
迅
速
に
放
送
し
ま
す
。ま
た
、

特
定
の
加
入
者
だ
け
に
放
送
す
る

ペ
ー
ジ
ン
グ
放
送
が
で
き
ま
す
。

②
パ
ソ
コ
ン
を
接
続
で
き
る
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
ケ
ー
ブ
ル
モ
デ
ム
機

能
　

常
時
接
続
、
定
額
使
い
放
題
の

高
速
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
サ
ー

ビ
ス
が
利
用
で
き
ま
す
。（
追
加

希
望
サ
ー
ビ
ス
）

③
電
話
機
を
接
続
し
た
Ｉ
Ｐ
電
話

機
能

　

町
内
の
加
入
者
同
士
は
無
料
、

一
般
電
話
へ
の
通
話
料
も
安
く
な

り
ま
す
。（
追
加
希
望
サ
ー
ビ
ス
）

③
小
川
地
区
の
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
高
度
化
事
業
住
民
説
明
会

　

小
川
地
区
の
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

高
度
化
事
業
住
民
説
明
会
は
、
現

在
各
行
政
区
ご
と
に
開
催
し
て
お

り
ま
す
が
、
次
の
日
程
が
最
後
の

開
催
と
な
り
ま
す
。

　

事
業
内
容
を
ご
理
解
い
た
だ
く

た
め
、
ま
だ
参
加
さ
れ
て
い
な
い

方
は
、
ご
出
席
く
だ
さ
い
。

◇
小
川
地
区
全
域
対
象

〔
日
時
〕

６
月
17
日
（
土
）
午
後
７
時

〔
会
場
〕

小
川
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　

す
こ
や
か
共
生
館
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那珂川町農業委員会委員選挙

投票できる人
　平成18年１月１日現在で農業委員会委員選挙
人名簿登録申請をし、選挙資格の調査の結果、平成
18年３月31日現在で登録された者

期日前投票
●期　間　　平成18年６月21日（水）～
　　　　　　　　　　　６月24日（土）
●時　間　　午前８時30分～午後８時
●場　所  　第１選挙区（旧馬頭町地区）は馬頭総
　　　　　　合福祉センター
　　　　　　第２選挙区（旧小川町地区）は小川支所

不在者投票
　農業委員会委員選挙人名簿に登録されている方で
指定病院等に入院されている方は、施設において不
在者投票ができます。
　詳しいことは、指定病院等の事務者の方、または
那珂川町選挙管理委員会までお問い合わせくださ
い。

告　示　日　　６月20日（火）
投　票　日　　６月25日（日）　  午前７時～午後８時

国民年金保険料の免除制度が変わります
「多段階の一部納付（免除）制度」が平成18年７月からスタート
　国民年金保険料（平成18年度：月額13,860円）のお支払いが経済的に困難な場合は、「保険料の全額
免除または一部納付制度」をご利用ください。

【ご注意ください！】
　一部納付制度は、一部納付額をお支払いされなかった場合、一部免除が無効となるため、将来の老齢基礎年

金の額に反映されません。また、万が一の時の障害基礎年金や遺族基礎年金を受給できない場合があります。

申請者本人のほか、配偶者及び世帯主の前年所得も、基準の範囲内であることが必要です。

申請場所
　那珂川町役場　住民生活課保険年金係　☎０２８７－９２－１１１２

　　　　　小 川 支 所　住民生活課戸籍住民係　☎０２８７－９６－２１１４

☆平成 18年度の１ヵ月の一部納付額は次のとおりです☆
一部納付額 免除される額

４分の１納付 ３，４７０円　　 １０，３９０円　　
半 額 納 付 ６，９３０円　　 ６，９３０円　　
４分の３納付 １０，４００円　　 ３，４６０円　　

平成18年７月から
●全額免除
●４分の１納付
●半額納付
●４分の３納付

保
険
料
の

一
部
納
付
制
度

問い合わせ　
健康福祉課児童福祉係　
本　庁
☎0287―92―1119
支　所
☎0287―96―2115

平成18年６月まで
　　●全額免除
　　●半額納付

問い合わせ　住民生活課　☎0287－92－1112

平成18年６月30日任期満了

那珂川町選挙管理委員会
☎0287 ー92 ー1111
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平
成
18
年
４
月
１
日
か
ら
、
児

童
手
当
の
支
給
対
象
年
齢
が
、
こ

れ
ま
で
の
小
学
校
３
年
生
ま
で
か

ら
、
小
学
校
６
年
生
ま
で
に
拡
大

さ
れ
、
ま
た
、
所
得
制
限
限
度
額

に
つ
い
て
も
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

改
正
に
伴
う
手
続
き

○
公
務
員
の
方
は
、
勤
務
先
で
の

　

手
続
き
に
な
り
ま
す
。

○
小
学
校
４
年
生
の
保
護
者
の
方

　
　

平
成
18
年
３
月
末
ま
で
受
給

　

さ
れ
て
い
た
方
は
、
手
続
き
は

　

不
要
で
す
。

○
小
学
校
５
・
６
年
生
の
保
護
者

　

の
方

　
　

認
定
請
求
、
ま
た
は
額
改
定

　

請
求
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　

役
場
か
ら
郵
送
さ
れ
る
請
求
書

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
改
正
に

伴
う
新
規
請
求
は
平
成
18
年
９
月

30
日
ま
で
に
受
け
付
け
た
も
の
に

限
り
、
４
月
１
日
に
さ
か
の
ぼ
っ

て
支
給
さ
れ
ま
す
。

○
所
得
制
限
超
過
の
た
め
受
給
さ

れ
て
い
な
い
方

　

平
成
18
年
４
月
１
日
か
ら
所
得

制
限
限
度
額
内
に
該
当
さ
れ
る
方

は
、
認
定
請
求
の
手
続
き
が
必
要

で
す
。

児
童
手
当
制
度
が
拡
充
さ
れ
ま
し
た

 

児
童
手
当
現
況
届
は

　
　
　
　
　

 

６
月
中
に
！

　

現
在
児
童
手
当
を
受
給
し
て
い

る
方
は
、
６
月
30
日
ま
で
に
「
児

童
手
当
現
況
届
」
を
提
出
し
て
下

さ
い
。
届
出
用
紙
を
６
月
上
旬
に

郵
送
し
ま
す
の
で
、
通
知
書
に
記

入
さ
れ
て
い
る
必
要
な
も
の
を
持

参
の
う
え
、
健
康
福
祉
課
で
手
続

き
を
し
て
下
さ
い
。
現
況
届
の
提

出
が
な
い
と
、
６
月
分
以
降
の
手

当
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問い合わせ　
健康福祉課児童福祉係　
本　庁
☎0287―92―1119
支　所
☎0287―96―2115

那
珂
川
町
結
婚
相
談
所
を
ご
存
知
で
す
か
？

（
注
１
）
特
例
給
付
と
は
、
所
得
制
限

に
よ
り
児
童
手
当
を
受
け
ら
れ
な
い
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
（
厚
生
年
金
に
加
入
し
て

い
る
方
）
等
の
特
例
と
し
て
、
所
得
が

一
定
額
未
満
の
場
合
に
限
っ
て
、
児
童

手
当
と
同
額
の
給
付
が
支
給
さ
れ
る
も

の
で
す
。

（
注
２
）
扶
養
親
族
等
の
数
が
６
人
以

上
の
場
合
の
限
度
額
は
、
１
人
に
つ
き

38
万
円
を
加
算
し
た
額
。

　

那
珂
川
町
で
は
地
域
の
次
代
を
担
う
方
に
配
偶
者
を
紹
介
す
る
こ
と
に

よ
り
、
明
る
く
住
み
よ
い
地
域
を
つ
く
る
た
め
、
結
婚
相
談
所
を
設
け
て

い
ま
す
。
結
婚
相
談
員
は
次
の
方
々
で
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

    氏　名　　　住　所　　　  連　絡　先

川上美知代　　小　川　☎ 0287 －96 －2538
佐藤　賢治　　小　川　☎ 0287 －96 －2607
佐原　昭造　　浄法寺　☎ 0287 －96 －3156
佐原　洋子　　小　川　☎ 0287 －96 －2169
福島　　正　　芳　井　☎ 0287 －96 －2410
山本　一枝　　小　川　☎ 0287 －96 －3183
豊田　耕平　　谷　田　☎ 0287 －96 －2497
鈴木　一夫　　馬　頭　☎ 0287 －92 －3933
大金　佐内　　矢　又　☎ 0287 －92 －2461
平塚ハツイ　　健　武　☎ 0287 －92 －3300
森　　清一　　小　口　☎ 0287 －92 －4406
大門八重子　　松　野　☎ 0287 －92 －5262
塚田　秀知　　盛　泉　☎ 0287 －92 －5104
大金　　進　　大　内　☎ 0287 －92 －3869
橋本美智子　　馬　頭　☎ 0287 －92 －2027
小高　七重　　和　見　☎ 0287 －92 －5228
高野　　耘

ゆいん

　　富　山　☎ 0287 －92 －5483
川和　賢一　　大　内　☎ 0287 －92 －2388
益子　道子　　大山田下郷　☎ 0287 －93 －0543
大金　一代　　小　砂　☎ 0287 －93 －0808

扶 養 親 族
等の数（注２）

児童手当 特例給付（注１）

所得額 所得額

０　人 460 532
１　人 498 570
２　人 536 608
３　人 574 646
４　人 612 684
５　人 650 722

平成 18 年度所得制限限度額 （単位：万円）

ご存知ですか？
障害者相談支援センター
　４月から前任者に替わり、皆さん
の相談に応じる大谷と申します。
　当センターは在宅や地域で生活
する障害のある方やその家族のた
めの相談窓口です。福祉サービスの
利用や余暇活動等、様々な相談に応
じます。お気軽に声を掛けてくださ
い。センターでの相談時間は月曜日
から金曜日の８時 30分～ 17時 15
分です。
　また、電話による相談も行ってい
ます。

南那須地区

障害者相談支援センター

　那須烏山市中央 1－6－92
　（烏山健康福祉センター内）
　　　　　☎ 0287 － 80 － 1020

コーディネーター　大谷雅彦氏

問い合わせ　住民生活課　☎0287－92－1112
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１ 

安
定
型
の
最
終
処
分
場

　

金
属
く
ず
や
ガ
ラ
ス
く
ず
な
ど

（
定
め
ら
れ
た
五
品
目
）
、
水
に

触
れ
て
も
腐
食
し
に
く
い
廃
棄
物

や
溶
け
出
し
に
く
い
廃
棄
物
だ
け

を
埋
め
立
て
る
施
設
で
す
。
こ
こ

に
埋
め
立
て
る
廃
棄
物
の
種
類
は

厳
し
く
限
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

２ 

管
理
型
の
最
終
処
分
場

　

こ
こ
に
埋
め
立
て
る
廃
棄
物
は

雨
水
等
に
触
れ
る
と
腐
食
し
た
り

水
質
を
変
化
さ
せ
た
り
す
る
の

で
、
二
重
の
遮
水
構
造
を
備
え
た

シ
ー
ト
で
廃
棄
物
に
触
れ
た
雨
水

が
、
外
に
浸
出
す
る
の
を
完
全
に

防
ぎ
水注

２

処
理
施
設
に
集
め
る
構
造

に
な
っ
て
い
ま
す
。
集
め
ら
れ
た

水
は
河
川
水
と
同
じ
く
ら
い
き
れ

北
沢
の
不
法
投
棄
の

　
　
　
　
　

解
決
に
向
け
て
（
８
）

る
施
設
を
「
産
業
廃
棄
物
最
終
処

分
場
」
と
呼
び
ま
す
。
産
業
廃
棄

物
（
工
場
等
か
ら
出
る
ご
み
）
は

三
種
類
の
最
終
処
分
場
で
、
一
般

廃
棄
物
（
家
庭
か
ら
出
る
ご
み
）

は
管
理
型
の
最
終
処
分
場
で
処
理

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

広報なかがわ　平成18年 6月10日

太
線
の
説
明

注
１ 

中
間
処
理

　

燃
や
し
た
り
、
つ
ぶ
し
た
り
、
砕

い
た
り
、
廃
棄
物
を
少
な
く
減
ら
す

た
め
の
処
理
を
い
い
ま
す
。

　

ま
た
、ア
ル
ミ
や
ガ
ラ
ス
な
ど
資
源
化

で
き
る
も
の
を
選
別
回
収
し
ま
す
。

　

前
回
は
ご
み
�
廃
棄
物
�
の
種
類
に
つ
い
て
�
主
に
家
庭
か
ら
出

る
�
一
般
廃
棄
物
�
と
工
場
等
か
ら
出
る
�
産
業
廃
棄
物
�
が
あ
る

こ
と
を
説
明
し
ま
し
た
�
今
回
は
�
そ
の
廃
棄
物
を
処
理
す
る
施
設

�
最
終
処
分
場
�
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
�

　

最
終
処
分
場
と
は
�
廃
棄
物
を
種
類
に
応
じ
て
直
接
ま
た
は
中注

１

間

処
理
を
施
し
た
後
�
最
終
的
に
処
分
す
る
施
設
を
い
い
�
そ
の
施
設

に
は
三
つ
の
種
類
が
あ
り
ま
す
�

い
に
し
て
か
ら
排
水
し
ま
す
。
那

珂
川
町
に
県
が
計
画
し
て
い
る
処

分
場
は
、
こ
の
管
理
型
の
最
終
処

分
場
で
す
。

３ 

遮
断
型
の
最
終
処
分
場

　

基
準
を
超
え
る
有
害
物
質
・
重

金
属
等
を
含
む
定
め
ら
れ
た
廃
棄

物
を
処
分
す
る
施
設
で
す
。
こ
の

施
設
は
雨
水
等
が
入
ら
な
い
よ
う

に
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
な
ど
で
厚
く

囲
み
、
外
界
と
遮
断
さ
れ
た
構
造

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

最
終
処
分
場
の
施
設
の
種
類
に

つ
い
て
述
べ
ま
し
た
が
、
最
終
処

分
場
に
は
二
種
類
あ
り
ま
す
。

　

一
般
廃
棄
物
を
処
理
す
る
施
設

を
「
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
」

と
呼
び
、
産
業
廃
棄
物
を
処
理
す

注
２ 

水
処
理

　

廃
棄
物
に
触
れ
た
雨
水
を
生
物
・

化
学
処
理
を
し
て
定
め
ら
れ
た
基
準

以
下
に
す
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。
那

珂
川
町
に
計
画
し
て
い
る
処
分
場
で

は
、
飲
料
水
レ
ベ
ル
ま
で
浄
化
さ
れ

排
出
さ
れ
ま
す
。
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５
月
13
日
、
外
国
語
指
導
助
手
（
Ａ

Ｌ
Ｔ
）
や
留
学
生
と
し
て
県
内
に
在
住

し
て
い
る
外
国
人
と
町
内
の
小
中
学

生
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
な
ど
約
百
人

が
芳
井
の
福
島
泰
夫
さ
ん
の
水
田
で
手

作
業
で
の
田
植
え
に
挑
戦
し
、
交
流
を

深
め
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
農
業
体
験
を
通
し
て

日
本
文
化
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
お
う

と
町
や
国
際
交
流
事
業
企
画
運
営
委
員

会
が
中
心
と
な
っ
て
行
っ
て
い
る
も
の

で
、
旧
小
川
町
か
ら
数
え
て
今
年
で
11

年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　

小
雨
が
降
る
中
、
米
国
や
英
国
、
中

国
な
ど
か
ら
来
て
い
る
外
国
人
30
人
は

増
子
育
男
さ
ん
（
浄
法
寺
）
の
「
田
植

え
唄
」
が
響
く
中
、
８
ア
ー
ル
の
水
田

に
慣
れ
な
い
手
つ
き
で
も
ち
米
の
苗
を

植
え
ま
し
た
。

　

田
植
え
終
了
後
は
、「
芳
井
夢
の
会
」

や
「
舟
戸
元
気
か
い
」
の
方
々
の
手
作

り
の
料
理
や
流
し
そ
う
め
ん
に
舌
鼓
を

打
ち
ま
し
た
。

不動産登記事務がコンピュータ処理に変わります
　宇都宮地方法務局烏山支局が所轄する不動産（土地 ・ 建物）登記事務について、平成 18年 7月24日（月）
からコンピュータによる処理を開始します。

○コンピュータにより取り扱う業務　　　・土地・建物の登記事務

○コンピュータにより取り扱わない業務　・平成 18年 7月 24日より前に閉鎖した土地・建物の登記事務
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・工場財団、立木、鉱業財団、道路交通事業財団、港湾運送事業
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　財団、観光施設財団及び船舶登記事務

　不動産登記事務がコンピュータ処理に変わることによ
り、現行の登記簿謄本（抄本）に変わり、「登記事項証明書」

を発行します。ただし、共同担保目録については、今後コ
ンピュータ処理を行う予定であり、当分の間、現行どおり
の取扱いとなります。
　また、コンピュータ化後は、登記簿の閲覧の制度はなく
なり、登記事項の主要部分を記載したものを「登記事項要

約書」として発行します。「登記事項証明書」及び「登記

事項要約書」の詳細については、係員までお尋ねください。
　現行の登記簿は、コンピュータ化により閉鎖しますが、
閉鎖登記簿として謄本（抄本）の請求や閲覧をすることが

できます。
　なお、不動産登記事務のコンピュータ処理の開始と同時
に、不動産登記事務がコンピュータ化されている他の法務
局の土地・建物の登記事項証明書を発行することができる
「登記情報交換システム」の運用も開始します。
　同時に、インターネットにより烏山支局管内の土地・建
物の登記事項を確認することができる「登記情報提供サー

ビス」の運用も開始します。
　ご不明な点は、宇都宮地方法務局烏山支局
　☎ 0287 － 82 － 2251 までお尋ねください。

①

② ③

④

④
参
加
者
全
員
で
記
念
撮
影

③
芳
井
夢
の
会
・
舟
戸
元
気
か
い
の
皆
さ
ん

②
雨
の
中
で
の
田
植
え
作
業

①
流
し
そ
う
め
ん
を
食
べ
る
外
国
人
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平成18年度犬の登録及び狂犬病予防注射（第2回）日程表
　犬の登録及び狂犬病予防注射（第 2回）を下記日程のとおり実施しますのでお知らせいたします。   
    

トマト黄化葉巻病の封じ込めにご協力ください
　トマト黄化葉巻病は、九州・東海地方を中心にトマト農家に大きな被害を与えています。この病気はシルバー
リーフコナジラミという小さな虫が媒介しまので、この虫の防除が最も重要です。
　露地野菜・花きはシルバーリーフコナジラミ
の夏期における繁殖源となりますので、畑周辺
の雑草を含めて防除をお願いします。
　また、家庭菜園の発病トマトは、重要な伝染
源となります。発病株はすみやかに虫ごと透明
のビニール袋に入れ、日光に当てて高温にして
虫を死滅させてから土に埋めてください。ご協
力をよろしくお願いします。

問い合わせ：南那須農業振興事務所　
　　　　　　　　　 ☎０２８７－８２－２６６１

写真上：トマト黄化葉巻病の典型的な葉巻症状　
右：シルバーリーフコナジラミ（体長 0.8mm程度）
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　私は JET プロ
グラムという事業
で平成 16 年に旧
馬頭町にやって来
ました。７月に契
約が終わり、やっ
と懐かしい母国に
帰れます。
　まず、来日して
日本の文化･歴史
はもちろんのこ
と、様々な国の文
化に触れる機会に
恵まれたことは、
ラッキーでした。
宇都宮では上座部

佛教のお寺で、来日したタイの比
び く

丘（お坊さん）やタ
イからの留学生、お嫁さんたちに出会い、タイの文化
についていろいろ知ることができました。栃木県国際
交流協会が開催する中国語と中国文化の講座に参加し
たり、馬頭に近い福島空港から何回か、お隣の大陸に
行って来ることもできました。そのお陰で、日本の文
化に大きな影響を与えた中国のことも前よりもっと深
く分かるようになりました。
さて、私が２年間を過ごした馬頭ではどんな経験をし
たでしょう。途中、合併で「那珂川町」になりましたが、
名前とのつき合いがちょっと長い分、「馬頭町」とし
て思い出すでしょうし、「馬頭町」と書いてしまうこ
とを理解していただけるといいのですが。
　馬頭町は小さな田舎の町で、何回もこの町の人に「何
もないけど…」と、謝るような声で言われましたが、
そんなことはないと思います。馬頭町に派遣されてか
ら、全く想像していなかった経験ができました。

　例えば、日本の田舎へ行ってアメリカへの理解が深
まる機会があるとは、なかなか思いつかないでしょ
う？でも同じく JET プログラムで馬頭町に赴任した
ALTの米国人や、姉妹都市の米国ホースヘッズ村に訪
問した際に、面白くて優しい米国人と何人も知り合え
たことで、アメリカの別の面を知り、それまでなかっ
た米国に対する友好的な感情を持つようになってきま
した。
　また、広重美術館に展示する作品の説明書きを翻訳
する仕事では、絵の内容をもっと理解したいと思った
ことがきっかけで、「平家物語」「源氏物語」などの古
典や歌舞伎の作品を何冊か読み、自分自身の勉強にも
なりました。
　学校訪問の仕事を通して、大人社会の縮図のような
部分を子ども社会に発見し、どのように日本人の習慣・
考え方が形づくられたのかがある程度理解できまし
た。
　つまり、いろいろな面で２年間の馬頭町の滞在が勉
強になりました。もちろん、楽しい時ばかりではあり
ませんでした。以前体験したことのなかった寂しさを
味わいました。それは、英国から切り離された環境か
らくるだけでなく、何も貢献できる機会がなくて、能
力を活かす機会がない状態で、自分が価値のない人
間だというような気持ちからくる寂しさでもありま
した。しかし、そういう経験に対して、英語の諺

ことわざ

に
なっているドイツ人哲学者のフリードリヒ・ニーチェ
（Friedrich Nietzsche) が書いた言葉を思い出したい
と思います。"That which does not kill me makes me 
stronger" 「どんな経験も、それによって命を落とさな
い限り、自分を強くする糧となる」
　これでお別れですが、２年間お世話になり、ありが
とうございました。

バイバイ

ベンジャミン・チャールトン

※注1

※注1　東南アジア諸国に広く伝わる佛教の系統

○
福
祉
基
金
へ

十
八
万
五
千
九
百
十
五
円

栃
木
県
軍
恩
連
盟
馬
頭
支
部
様

○
武
茂
小
学
校
へ

児
童
用
図
書
十
五
冊

小
川
俊
夫
様
（
松
野
）

児
童
用
図
書
二
十
冊

高
野
一
郎
様
（
松
野
）

○
馬
頭
図
書
館
へ

図
書  

歌
集
「
野
守
」
一
冊

佐
藤
和
夫
様
（
小
川
）

図
書
「
渓
流
釣
行
記
釣
れ
な
く

て
も
・
・
・
釣
り
」
一
冊

　
　

佐
藤
一
雄
様
（
宇
都
宮
市
）

図
書
「
正
義
を
測
れ
」
外
一
冊

　
　
　

尾
栢
栄
三
様
（
横
浜
市
）

○
小
川
図
書
館
へ

図
書
「
角
田
嵩
経
歴
書
」　

一
冊

　
　
　
　

 

（
株
）時
事
新
報
社
様

図
書  

歌
集
「
野
守
」
一
冊　

佐
藤
和
夫
様
（
小
川
）

○
福
祉
振
興
基
金
へ

五
万
八
千
六
百
八
十
四
円

連
合
栃
木
那
須
南
地
域
協
議
会
様

一
万
千
九
百
九
円

　
　

ス
タ
ー
ラ
イ
ト
友
の
会
様

五
千
円

　
　

美
寿
々
会
那
珂
川
支
部
様

八
百
二
円
（
匿
名
）

○
善
意
銀
行
へ

八
千
円　
　

 

匿
名
（
３
８
１
回
）

ありがとう
ございます

寄　贈
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し
め
や
か
に

  

戦
没
者･

消
防
殉
職
者

  　
　
　
　
　

合
同
追
悼
式

　

小
川
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
あ
じ
さ
い
ホ

ー
ル
で
５
月
25
日
、
戦
没
者
・
消
防
殉
職

者
合
同
追
悼
式
が
し
め
や
か
に
行
わ
れ
、

遺
族
や
来
賓
約
三
百
人
が
参
列
し
ま
し

た
。

　

式
典
で
川
崎
町
長
は
「
戦
後
60
余
年
が

経
過
し
、
改
め
て
尊
い
命
を
戦
争
に
、
あ

る
い
は
消
防
業
務
に
捧
げ
ら
れ
た
御
霊
を

遺
族
、
関
係
機
関
の
皆
さ
ま
と
と
も
に
偲

び
、
那
珂
川
町
民
が
ひ
と
つ
に
な
っ
て
、

新
町
の
発
展
に
努
力
す
る
こ
と
を
誓
い
ま

す
」
と
追
悼
の
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
議
会
議
長
や
遺
族
会
代
表
、

消
防
団
長
な
ど
の
来
賓
が
献
花
し
ま
し

た
。

　

漁
業
組
合
な
ど
が

　

 　

 
那
珂
川
に
ア
ユ
放
流

　

水
産
業
や
観
光
の
振
興
、
河
川
愛
護
の

一
環
と
し
て
行
っ
て
い
る
那
珂
川
へ
の
ア

ユ
放
流
が
５
月
19
日
、
小
川
総
合
福
祉
セ

ン
タ
ー
東
側
付
近
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
あ
い
に
く
の
雨
で
小
学
５

年
生
出
席
に
よ
る
式
典
を
急
き
ょ
取
り
や

め
、
那
珂
川
南
部
漁
業
協
同
組
合
小
川
支

部
と
那
珂
川
中
央
漁
業
協
同
組
合
小
川
支

部
の
関
係
者
15
人
が
約
12
セ
ン
チ
の
稚
魚

三
千
七
百
尾
、
53
キ
ロ
グ
ラ
ム
を
放
流
し

ま
し
た
。

　

ア
ユ
は
川
の
中
へ
放
流
さ
れ
る
と
元
気

に
飛
び
跳
ね
な
が
ら
、
上
流
へ
と
泳
い
で

い
き
ま
し
た
。

  

馬
頭
高
校
生
が

　
　
　

 　

み
そ
造
り
体
験

　

５
月
19
日
、
馬
頭
の
金
子
商
店
で
馬
頭

高
校
３
年
生
の
生
徒
た
ち
20
人
が
み
そ
造

り
の
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

　

昔
か
ら
伝
わ
っ
て
い
る
地
元
に
し
か
な

い
味
、
本
物
の
味
に
触
れ
よ
う
と
選
択
科

目
「
フ
ー
ド
デ
ザ
イ
ン
」
の
授
業
の
一
環

と
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
麹
作
り
か
ら
仕

込
み
ま
で
を
２
週
に
渡
る
体
験
で
造
ら
れ

た
み
そ
は
、
こ
れ
か
ら
半
年
間
か
け
て
熟

成
後
、
12
月
に
行
わ
れ
る
校
内
競
歩
大
会

の
豚
汁
に
使
う
と
い
う
こ
と
で
す
。

  

県
の
施
設
を
見
る「
県
民
バ
ス
」

     

日
光
自
然
博
物
館
な
ど
を
見
学

　

県
北
県
民
セ
ン
タ
ー
主
催
の
県
の
施
設

を
見
る
「
県
民
バ
ス
」
が
５
月
24
日
開
催

さ
れ
、
当
町
か
ら
39
名
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

見
学
場
所
は
、
日
光
自
然
博
物
館
と
イ

タ
リ
ア
大
使
館
別
荘
記
念
公
園
の
二
ヵ
所

で
す
。

　

参
加
者
は
日
光
自
然
博
物
館
の
高
さ
４

㍍
、
幅
20
㍍
の
三
面
マ
ル
チ
ス
ク
リ
ー
ン

か
ら
写
し
出
さ
れ
る
四
季
折
々
の
日
光
の

自
然
の
映
像
に
魅
了
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
イ
タ
リ
ア
大
使
館
で
は
「
高
価

な
ド
イ
ツ
製
の
ガ
ラ
ス
を
使
っ
て
お
り
、

改
修
す
る
の
に
一
億
五
千
万
円
か
か
っ

た
」
な
ど
の
説
明
を
受
け
、
興
味
深
げ
に

聞
い
て
い
ま
し
た
。
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漁
業
組
合
な
ど
が

　

 　

 

那
珂
川
に
ア
ユ
放
流

　

水
産
業
や
観
光
の
振
興
、
河
川
愛
護
の

一
環
と
し
て
行
っ
て
い
る
那
珂
川
へ
の
ア

ユ
放
流
が
５
月
19
日
、
小
川
総
合
福
祉
セ

ン
タ
ー
東
側
付
近
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
あ
い
に
く
の
雨
で
小
学
５

年
生
出
席
に
よ
る
式
典
を
急
き
ょ
取
り
や

め
、
那
珂
川
南
部
漁
業
協
同
組
合
小
川
支

部
と
那
珂
川
中
央
漁
業
協
同
組
合
小
川
支

部
の
関
係
者
15
人
が
約
12
セ
ン
チ
の
稚
魚

三
千
七
百
尾
、
53
キ
ロ
グ
ラ
ム
を
放
流
し

ま
し
た
。

　

ア
ユ
は
川
の
中
へ
放
流
さ
れ
る
と
元
気

に
飛
び
跳
ね
な
が
ら
、
上
流
へ
と
泳
い
で

い
き
ま
し
た
。

  

カ
ヌ
ー
で
川
く
だ
り
体
験

　

馬
頭
高
校
水
産
科
の
３
年
生
14
人
は
５

月
25
日
、
カ
ヌ
ー
に
よ
る
川
く
だ
り
を
体

験
し
ま
し
た
。
こ
の
川
く
だ
り
体
験
は
、

河
川
環
境
の
実
態
調
査
と
カ
ヌ
ー
の
操
作

技
術
習
得
を
目
的
に
毎
年
行
わ
れ
て
い
る

も
の
で
す
。

　

出
発
式
で
は
、
増
渕
校
長
か
ら
「
今
ま

で
十
分
に
訓
練
を
積
ん
で
き
た
と
思
う

が
、
危
険
も
伴
い
ま
す
。
川
の
様
子
を
よ

く
観
察
し
な
が
ら
思
い
出
に
残
る
す
ば
ら

し
い
日
と
し
て
く
だ
さ
い
」
と
あ
い
さ

つ
。
生
徒
の
一
人
は
「
今
日
を
楽
し
み
に

待
っ
て
い
ま
し
た
。
頑
張
っ
て
行
っ
て
き

ま
す
」
と
元
気
に
オ
ー
ル
を
漕
ぎ
ま
し

た
。

   

馬
頭
西
小
で
田
植
え

　

５
月
23
日
、
馬
頭
西
小
学
校
で
田
植
え

体
験
学
習
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

最
近
で
は
、
田
植
え
を
機
械
で
す
る
と

こ
ろ
が
多
く
、
子
ど
も
た
ち
の
ほ
と
ん
ど

が
田
植
え
の
体
験
は
初
め
て
で
す
。
は
だ

し
、
短
パ
ン
姿
に
な
っ
た
児
童
た
ち
は
、

先
生
か
ら
田
植
え
に
つ
い
て
の
説
明
を
聞

き
、
も
ち
米
の
苗
を
受
け
取
り
、
泥
の
感

触
を
確
か
め
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
と
田
ん
ぼ

に
入
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

最
初
は
「
ぬ
る
ぬ
る
し
て
気
持
ち
悪

い
」
と
言
い
な
が
ら
も
、
田
植
え
を
終
え

た
後
に
は
「
楽
し
か
っ
た
」
「
泥
ん
こ
に

な
っ
て
大
変
だ
っ
た
け
ど
、
お
も
し
ろ
か

っ
た
」
と
笑
顔
で
話
し
て
い
ま
し
た
。

   

高
齢
者
交
通
安
全
教
室

　

５
月
22
日
、
健
武
小
学
校
校
庭
で
地
元

の
老
人
ク
ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー
ら
30
人
が
集

ま
り
高
齢
者
交
通
安
全
教
室
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

教
室
は
、
交
通
事
故
防
止
の
ポ
イ
ン
ト

な
ど
が
那
珂
川
警
察
署
員
か
ら
説
明
さ
れ

た
後
、
校
庭
に
書
か
れ
た
模
擬
交
差
点
な

ど
を
使
い
自
転
車
に
乗
っ
た
り
、
歩
い
た

り
し
ま
し
た
。
ま
た
、
今
年
４
月
か
ら
発

足
し
た
警
察
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
の
熊

久
保
さ
ん
か
ら
「
児
童
、
生
徒
の
安
全
を

守
る
た
め
に
地
域
を
よ
く
知
っ
て
い
る
高

齢
者
の
方
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
」

と
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

教
室
終
了
後
は
、
安
全
協
会
女
性
部
健

武
支
部
婦
人
会
か
ら
参
加
者
全
員
に
、
け

ん
ち
ん
う
ど
ん
が
振
る
舞
わ
れ
ま
し
た
。

   

三
校
合
同
の
演
劇
教
室

　

５
月
22
日
、
健
武
小
学
校
体
育
館
で
和

見
小
と
馬
頭
西
小
、
健
武
小
の
三
校
合
同

で
、
劇
団
ら
く
り
ん
座
に
よ
る
演
劇
教
室

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
演
劇
教
室
は
、
ゴ
ミ
の
減
量
化
と

リ
サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て
理
解
し
て
も
ら
お

う
と
、
児
童
た
ち
の
意
識
の
高
揚
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

演
劇
の
は
じ
め
に
は
「
山
小
僧
の
頼
み

ご
と
」
と
題
し
た
公
演
で
空
き
缶
や
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
な
ど
の
リ
サ
イ
ク
ル
に
つ
い

て
、
改
め
て
資
源
と
し
て
の
価
値
観
を
再

認
識
し
て
い
ま
し
た
。



歯
周
病
に
か
か
り
や
す
い
生

活
習
慣

喫　

煙

　

喫
煙
に
よ
っ
て
歯
ぐ
き
が
血
行

不
良
と
な
り
、
細
菌
に
対
す
る
抵

抗
力
が
低
下
す
る
た
め
、
歯
周
病

を
発
病
・
悪
化
さ
せ
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

ス
ト
レ
ス

　

精
神
的
ス
ト
レ
ス
で
身
体
の
抵

抗
力
が
低
下
し
、
歯
周
病
が
悪
化

し
ま
す
。

食
習
慣

　

甘
い
も
の
や
、
や
わ
ら
か
い
も

の
を
多
く

食
べ
る
こ

と
で
、
細

菌
が
増
え

ま
す
。

て
し
ま
っ
た
ら
、
適
切
な
処
置
を

し
て
管
理
し
ま
し
ょ
う
。

歯
周
病
は
生
活
習
慣
病

　

歯
周
病
は
、
生
活
習
慣
が
そ
の

症
状
を
大
き
く
左
右
す
る
こ
と
か

ら
、
生
活

習
慣
病
の

ひ
と
つ
と

さ
れ
て
い

ま
す
。

歯
と
口
に
や
さ
し
い
生
活
習
慣

◆
よ
く
噛
ん
で
食
べ
る
。

　

し
っ
か
り
噛
む
こ
と
は
、
脳
を

刺
激
し
、
老
化
を
防
止
し
ま
す
。

　

ま
た
よ
く
噛
む
こ
と
で
、
だ
液

が
で
ま
す
。
だ
液
は
、
口
の
中
を

殺
菌
す
る
効
果
や
、
歯
垢
を
つ
き

に
く
く
す
る
働
き
が
あ
り
ま
す
。

◆
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事

　

歯
を
丈
夫
に
す
る
た
め
、
意
識

し
て
カ
ル
シ
ウ
ム
を
と
り
ま
し
ょ

う
。

◆
間
食
は
時
間
を
決
め
て
。

◆
禁
煙
し
よ
う
。

◆
正
し
い
歯
み
が
き
を
心
が
け
て
。

　

歯
み
が
き
の
基
本
は
、
「
３―

３―

３
」
１
日
３
回
、
毎
食
後
３

分
以
内
に
３
分
以
上
か
け
て
、
て

い
ね
い
に
。

　

歯
肉
の
血
行
を
よ
く
す
る
た
め

の
マ
ッ
サ
ー
ジ
で
あ
る
こ
と
も
意

識
し
て
み
が
く
。

◆
定
期
検
診
を
受
け
よ
う
。

　

町
で
は
、
町
内
の
歯
科
医
院
で

受
診
で
き
る
「
歯
周
疾
患
検
診
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
対
象
者
に

は
個
別

に
通
知

し
ま

す
。
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大
内
保
育
園
は
、
国
道
四
六
一

号
か
ら
県
道
太
郎
沢
大
内
線
に

入
っ
て
す
ぐ
の
と
こ
ろ
に
あ
り
ま

す
。
昭
和
49
年
、
旧
馬
頭
町
で
三

番
目
の
保
育
所
と
し
て
開
所
し
ま

し
た
。

　

平
成
18
年
度
は
新
入
園
児
11
名

を
加
え
て
園
児
33
名
で
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。
ひ
よ
こ
組
（
一
・
二

歳
児
）
５
名
、
こ
と
り
組
（
三
歳

児
）
８
名
と
り
す
・
き
り
ん
組

（
四
・
五
歳
児
）
20
名
で
す
。

　

さ
わ
や
か
な
新
緑
の
季
節
と

な
り
、
園
庭
の
藤
が
き
れ
い
に
咲

き
、
そ
の
下
で
子
ど
も
た
ち
が
、

元
気
に
遊
ん
で
い
ま
す
。

　

友
だ
ち
や
先
生
方
が
登
園
し

て
来
る
と
、
元
気
な
声
で
「
お

は
よ
う
！
」「
お
は
よ
う
ご
ざ
い

ま
す
！
」
の
あ
い
さ
つ
の
言
葉

が
、飛
び
交
い
ま
す
。
暑
い
日
は
、

水
遊
び
や
泥
ん
こ
遊
び
な
ど
も
、

自
然
に
始
ま
り
ま
す
。
ア
リ
探

し
も
今
、
人
気
の
遊
び
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

今
年
は
一
歳
児
が
多
く
、
小

さ
い
子
と
遊
び
た
い
と
思

う
も
の
の
、
扱
い
方
が
わ

か
ら
ず
、
戸
惑
っ
て
い
た

子
も
、
接
し
方
が
少
し
ず

つ
上
手
に
な
っ
て
き
た
こ

の
ご
ろ
で
す
。

　

５
月
24
日
は
宇
都
宮
動

物
園
へ
遠
足
に
行
き
ま
し

た
。天
気
に
も
恵
ま
れ
て
、

保
護
者
と
一
緒
に
楽
し
い

一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

バ
ス
の
中
で
は
、
大
き
な

声
で
歌
を
歌
っ
た
り
、
ク

イ
ズ
に
答
え
た
り
し
ま
し

た
。
動
物
園
で
は
、
ゾ

ウ
や
キ
リ
ン
に
餌
を
あ
げ

た
り
、
犬
の
シ
ョ
ー
を
見
た
り
、

遊
園
地
で
乗
り
物
に
乗
っ
た
り

し
ま
し
た
。

　

日
々
の
生
活
の
中
で
、
毎
日

の
あ
い
さ
つ
が
元
気
に
で
き
、

人
の
痛
み
の
分
か
る
、
や
さ
し

い
子
ど
も
に
育
っ
て
欲
し
い
と

念
願
し
て
い
ま
す
。

歯
の
寿
命
を
の
ば
し
て
、

　

い
つ
ま
で
も
健
康
に
！

　

よ
く
噛
ん
で
お
い
し
く
食
べ
る

の
に
必
要
な
歯
は
、
最
低
20
本
。

　

厚
生
労
働
省
は
、
「
80
歳
に
な

っ
て
も
20
本
以
上
の
自
分
の
歯
を

持
ち
続
け
、
お
い
し
い
も
の
を
食

べ
て
、
楽
し
い
生
活
を
送
ろ
う
」

と
い
う
８
０
２
０
（
ハ
チ
マ
ル
ニ

イ
マ
ル
）
運
動
を
呼
び
か
け
て
い

ま
す
。

　

し
か
し
、
現
状
は
40
歳
以
上
に

な
る
と
だ
ん
だ
ん
歯
が
失
わ
れ
て

い
き
ま
す
。

　

自
分
の
生
活
習
慣
を
見
直
す
こ

と
で
、
歯
の
寿
命
を
延
ば
し
、
い

つ
ま
で
も
健
康
な
生
活
を
送
り
ま

し
ょ
う
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
歯
周
病
や
む

し
歯
を
予
防
し
た
り
、
歯
を
失
っ
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た
り
、
犬
の
シ
ョ
ー
を
見
た
り
、

遊
園
地
で
乗
り
物
に
乗
っ
た
り

し
ま
し
た
。

　

日
々
の
生
活
の
中
で
、
毎
日

の
あ
い
さ
つ
が
元
気
に
で
き
、

人
の
痛
み
の
分
か
る
、
や
さ
し

い
子
ど
も
に
育
っ
て
欲
し
い
と

念
願
し
て
い
ま
す
。

　
　

俳　

句

機
関
車
の
貌
し
て
走
る
毛
虫
か
な　
　
　
　
　
　
　
　

谷　

田　
　
　

荒
井　

大
作

少
年
の
真
顔
と
な
り
て
入
学
す　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉　

田　
　
　

国
安　
　

薫

行
く
春
や
口
紅
の
色
か
へ
て
み
る　
　
　
　
　
　
　
　

小　

川　
　
　

金
井　

和
子

捥
ぎ
た
て
の
実
梅
弾
め
り
一
斗
樽　
　
　
　
　
　
　
　

松　

野　
　
　

大
高　

松
竹

ど
の
道
を
行
く
も
田
圃
や
揚
雲
雀　
　
　
　
　
　
　
　

馬　

頭　
　
　

塚
原　
　

廣

牡ぼ
う
た
ん丹
の
開
き
切
っ
た
る
夕
明
り　
　
　
　
　
　
　
　
　

馬　

頭　
　
　

藤
田　

芳
輝

　
　

短　

歌

口
に
す
れ
ば
そ
の
名
優
し
き
響
き
持
つ
天
津
小
湊
雨
が
そ
ぼ
降
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三　

輪　
　
　

石
澤
千
代
子

語
り
部
の
言
葉
の
訛
り
柔
か
く
民
話
講
座
の
緊
張
ほ
ぐ
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

馬　

頭　
　

五
月
女
ト
ミ
ノ

玄
関
よ
り
見
る
早
苗
田
に
今
朝
も
ま
た
予
報
通
り
の
水
の
輪
の
浮
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

健　

武　
　
　

佐
藤　
　

茂

雪
柳
闌
け
ゆ
く
春
を
苔
の
上ヘ

に
小
さ
き
花
び
ら
日
が
な
落
と
せ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

馬　

頭　
　
　

西
宮　

定
子

軒
先
の
ボ
タ
ン
み
ご
と
に
咲
き
誇
り
訪
れ
た
人
振
り
返
り
見
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浄
法
寺　
　
　

佐
原　

タ
ミ

川
面
わ
た
る
風
や
わ
ら
か
し
那
珂
川
に
宿
る
千
鳥
の
胸
毛
震
わ
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

恩　

田　
　
　

上
杉　

里
子

　
　

川　

柳

意
は
曲
げ
ぬ
俺
に
は
俺
の
歌
が
あ
る　
　
　
　
　
　
　

薬　

利　
　
　

大
嶹　

克
明

浦
島
の
老
後
が
一
寸
気
に
か
か
る　
　
　
　
　
　
　
　

馬　

頭　
　
　

松
原
悠
起
夫

姑
看
取
る
嫁
は
輪
の
外
形
見
分
け　
　
　
　
　
　
　
　

大
山
田
下
郷　

佐
藤　

有
紀

聞
き
流
す
こ
と
も
限
度
の
あ
る
心　
　
　
　
　
　
　
　

大
山
田
上
郷　

大
森　

愛
子

エ
リ
ー
ト
が
来
る
と
静
か
に
な
る
会
話　
　
　
　
　
　

谷　

田　
　
　

岡
崎　

甫
子

喧
嘩
し
て
無
口
が
続
く
共
白
髪　
　
　
　
　
　
　
　
　

小　

砂　
　
　

笹
沼　

季
子

広
報
文
芸

『
夕
子
ち
ゃ
ん
の
近
道
』

長
嶋
有
／
著
（
新
潮
社
）

　

ア
ン
テ
ィ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
二
階
に
住
み
は
じ
め
た

「
僕
」
。
店
の
周
り
の
い
ろ
い
ろ
な
人
た
ち
と
の
生
活

が
、
淡
い
水
彩
を
重
ね
る
よ
う
に
深
ま
っ
て
ゆ
く
。

　

だ
が
や
が
て
、
め
い
め
い
が
旅
立
つ
と
き
が
や
っ
て

き
て
・
・
・
。
誰
も
が
必
要
と
す
る
人
生
の
休
み
時
間

を
つ
づ
る
７
つ
の
連
作
短
編
集
。

◇
『
栄
光
な
き
凱
旋
』
上
・
下　

真
保
裕
一
／
著
（
小
学
館
）

◇
『
漱
石
の
妻
』 

鳥
越
碧
／
著
（
講
談
社
）

◇
『
資
格
の
と
り
か
た
全
ガ
イ
ド
』　

成
美
堂
出
版
編
集
部
／
編
（
成
美
堂
出
版
）

◇
『
な
り
た
い
自
分
を
見
つ
け
る
！　

仕
事
の
図
鑑
』<

仕
事
の
図
鑑>

　
　

編
集
委
員
会
／
編
（
あ
か
ね
書
房
）

◇
『
女
性
の
心
の
病
気
を
治
す
本
』　

山
田
和
男
／
著
（
主
婦
と
生
活
社
）

◇
『
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
』　

筑
紫
哲
也
／
著　

（
岩
波
書
店
）

◇
『
焼
き
そ
ば
う
え
だ
』　

さ
く
ら
も
も
こ
／
絵
・
文
（
小
学
館
）

◇
『
浅
田
真
央
、
15
歳
』  

宇
都
宮
直
子
／
著
（
文
芸
春
秋
）　

◇
『
と
ん
で
も
な
い
お
い
か
け
っ
こ
』　

ク
レ
メ
ン
ト
・
ハ
ー
ド
／
著
（
Ｂ
Ｌ
出
版
）

加
藤
廣
／
著
（
日
本
経
済
新
聞
社
）

　

「
本
能
寺
の
変
」
の
報
を
受
け
、
遠
く
離
れ

た
地
か
ら
謀
反
人
を
討
つ
べ
く
、
電
光
石
火
で

京
を
目
指
す
。―

「
中
国
大
返
し
」
に
潜
む
太

閤
秀
吉
の
最
大
の
謎
。
『
信
長
の
棺
』
の
作
者

に
よ
る
、
新
解
釈
歴
史
ミ
ス
テ
リ
ー
第
２
弾
。

『
秀
吉
の
枷
』
上
・
下

な
か
の
ひ
ろ
た
か
／
作
・
絵
（
ポ
プ
ラ
社
）

　

今
日
は
雨
降
り
。
そ
れ
で
も
ぞ
う
く
ん
は
ご
き
げ
ん
で

す
。
ど
れ
ど
れ
、
さ
ん
ぽ
に
で
か
け
よ
う
。
そ
し
て
、
か

ば
く
ん
と
い
っ
し
ょ
に
お
池
の
中
を
さ
ん
ぽ
す
る
こ
と

に
。
と
こ
ろ
が
、
お
池
は
だ
ん
だ
ん
深
く
な
り
・
・
・
。

『
ぞ
う
く
ん
の
あ
め
ふ
り
さ
ん
ぽ
』

那珂川町
図書館
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お知らせお知らせ
　随時、入会を募っています。ま
ずは加入してみませんか？
連絡先　会長　佐久間ハツイ
　☎ 0287－96－3591

福祉サービスに関する

苦情解決制度をご存知ですか？

　利用している福祉サービスが、事
前に説明された内容や契約内容と
違っていたり、職員の言動に傷つ
けられたり等、サービスの内容に
疑問や不満を感じていることはあ
りませんか？栃木県運営適正化委
員会は、福祉サービスの苦情を解
決するため、利用者や家族等から
の苦情や相談を受け、事業所への
調査や話し合いによるあっせん等
を行っています。相談は電話や来
所のほか、文書でも受け付けてい
ます。
相談時間　月曜日～金曜日
　　　　　午前 9時～午後 4時
※相談料等はすべて無料。秘密厳守
問い合わせ

　栃木県運営適正化委員会
　（宇都宮市若草１－10－6 とちぎ
　福祉プラザ内）☎ 028-622-2941

住宅ローンを選ぶなら、金利が変

わらない安心「フラット 35」

　「フラット 35」は、民間金融機関
と住宅金融公庫が提携して実現し
た長期固定金利の住宅ローンです。
 ・金利変動がないから安心（最長
　35年）
 ・最高 8,000 万円まで借り入れで  
　きます。
 ・保証料 0円、繰上返済手数料 0円
 ・独自の技術基準で、住宅の質確保
　また、6 月 1 日から一定の要件
を満たす住宅の取得について、当
初 5 年間の融資金利を年 0.3％優
遇するキャンペーンを実施します。
（終了時期は、申し込みが一定の金
額に達するまで。）
問い合わせ

　住宅金融公庫フラット 35サイト
　www.flat35.com
　住宅金融公庫お客さまコールセンター
　ナビダイヤル  0570 －0860 －35

栃木県シルバー大学校 28 期生募集

会場　・中央校（宇都宮市生駒町
　　　　　3337-1）とちぎ健康の森
　　　・南校（栃木市神田町 9-40）
　　　・北校（矢板市矢板 54）
学習年限　２年間（平成18年10月
　　　　　 ～平成 20年９月） 
学習時間　概ね週 1日、１日４時間
経費　　授業料　年額 12,000 円
　　　　資料代　年額   2,000 円
募集定員　　

応募資格

①60歳以上で、県内在住であること。
②地域活動を実践している。また
　は、地域活動に意欲があること。
③平成16年度以前の卒業生であり、
　従前の地域活動推進者養成コー
　スと知識・教養コースの両コー
　スを修了していないこと。
④ 50 歳～ 60 歳未満の方でも②③
　の要件をすべて満たし、市町村
　の推薦があれば応募できます。
応募方法　健康福祉課へ入学願書
　を提出してください。
募集期間　　
平成18年６月１日～６月30日
　なお、詳細については、健康福
祉課高齢福祉係（☎ 0287－92－
1119）へお問い合わせください。

那珂川町母子寡婦福祉会会員募集

　旧両町の合併に伴い、５月20日に
那珂川町母子寡婦福祉会として発
足いたしました。
　本会は、母子寡婦並びに配偶者
のない婦人の総合的福祉増進を図
ることを目的とし、研修会、交流
会、母と子の集い等の事業を展開
し、会員相互の親睦を図り、同じ
立場同士の語り合い、自助努力へ
と励まし合っています。

中学生までの交通遺児のために

育成資金貸付制度（無利子）のご案内

対象者　保護者が自動車事故のた
め亡くなったり重度後遺障害者に
なったりした中学校卒業までのお
子さん
貸付金　
 ・一時金　155,000 円
 ・月　額　  20,000 円
 ・小中学校入学時支度金 44,000 円
返還方法

　割賦による無理のない 20年以内
の均等払い。なお、進学した場合
在学期間中は返還猶予可能。

自動車事故に遭われた方へ

介護料支給のご案内

対象者　自動車事故により、脳、脊
髄または胸腹部臓器損傷し、後遺
障害の程度が次に該当（相当）する
方が対象です。
 ・常時要介護の方⇒
　　（障害の程度に応じて）
　　月額 58,570 円～ 136,880 円
 ・随時介護の方⇒
　　月額 29,290 円～ 54,000 円
　詳しくは独立法人自動車事故対
策機構栃木支所へ（宇都宮市駒生
町1288－2 ロイヤルコーポ１Ｆ　
　☎ 028－622－9001
　http://www.nasva.go.jp

全国一斉オリエンテーリング大会

日時　6月25日（日）小雨決行
会場　宇都宮大谷平和観音広場
集合　大谷平和観音広場入り口
受付　午前 9時
参加費　300 円、当日 400 円
参加申込期限　6月20日（火）
※要項は総合体育館、小川公民館
　においてあります。
主催　
　栃木県ＯＬ会、宇都宮市ＯＬ協会
問い合わせ

　那珂川町体育協会ＯＬ部
　（小川 710）関根
　☎ 0287 －96 －2045

区　分 開講日 定　員

中央校
水曜日 160 名
木曜日 160 名

南　校 金曜日 120 名
北　校 金曜日 120 名
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とちぎ元気フォーラム in さくら

　県政の課題などについて、県民
の皆さんと知事が直接話し合う
フォーラムを開催します。
期日　７月９日（日）
　　　午後 1時 30分～
　　　（２時間程度を予定）
場所　さくら市氏家公民館ホール
　　　（さくら市櫻野 1,322－8）
応募資格　県内に在住、通勤・通
　　　　　 学している方
定員　約 150 名
応募方法　住所、氏名、年齢、電
　話番号、性別、職業（学校名）　
　を明記の上、はがき、FAX、Eメー
　ルで応募願います。
応募締切　6月 26日（月）
　　　　　当日消印有効
その他　乳幼児のための託児室（無
　料）を設置いたしますので、ご希
　望の方はその旨を記載願います。
申込み・問い合わせ

　栃木県広報課
　（〒 320-8501 ※住所記入不要）
　☎ 028 －623 －2158
　Ｅメール：kocho@pref.tochigi.jp

裁判所事務官採用Ⅲ種試験

　裁判所では、平成18年度裁判所
事務官採用Ⅲ種試験を実施します。
受験資格は、昭和 60年４月２日か
ら平成元年４月１日までに生まれ
た人です。募集人員は、９月10 日
（日）に教養試験、適正試験、作文
試験により行われ、第 2次試験は
第 1次試験の合格者について行わ
れます。
　受験申し込みは宇都宮地方裁判
所本庁または各支部に備え付けて
ある申込書を７月10 日（月）から
７月18日（火）〔７月18日の消印有
効〕までに簡易書留郵便または配
達記録郵便で提出する方法で行っ
てください。
　詳細は宇都宮地方裁判所事務局
総務課人事第一係（☎０２８－６２１
－２１１１）へ。

とちぎ海浜自然の家平成 18 年度

主催事業「海浜まつり」

期日　7月15日（土）
内容　地引き網体験・大釜料理・
　　　磯節保存会オンステージほか
　　　海浜自然の家内施設無料開放
参加対象　栃木県民一般
参加方法　申し込みの必要はありま
　せん。直接自家用車等でおいで
　ください。
※駐車場には約 250 台収容できま
すが、混み合いますので出来るだ
け相乗りでお願いします。
問い合わせ　栃木県立とちぎ海浜自
　然の家（茨城県鉾田市玉田 336－2）
　☎ 0291－37－4004

とちぎ海浜自然の家山の子・

海の子交流キャンプ

期日　8月 7日（月）～９日（水）
内容　地引き網体験・漁り火の集
　　　い・野外調理ほか
募集人員　小学校４年生～６年生
　300名（栃木200名・茨城100名）
参加費　8,900 円
　（バス代、食事　代等含む）
申込方法　はがきか直接施設へ
記入事項　郵便番号・住所・電話番
　号・氏名・学年・性別・保護者名
　（はがき 1枚に 2名まで。ただし
　当日は同じ班にはなりません。）
締切り　7月12日（水）必着
　申込み多数の場合は抽選
問い合わせ　栃木県立とちぎ海浜自
　然の家（茨城県鉾田市玉田 336－2）
　☎ 0291－37－4004

栃木県立なす風土記の丘資料館の催し

第 15 回特別展「那須町の遺跡」

開催期間　6月25日（日）まで開催
開催時間　午前9時30分～午後5時
休 館 日　月曜日・祝日の翌日
観覧料金　一般 100 円　
　　　　　高校・大学生 50円
　　　　　中学生以下無料
開催場所　湯津上館
夏休み小中学生向け展示会

那須の発掘物語

　７／１（土）～９／ 3（日）

オープニングイベント ７／ 1（土） 10 時

栃木県なかがわ水遊園夏の催し

夏の特別展

　「５周年特別企画　大アマゾン展

～世界最大の熱帯雨林の生き物～」

　世界最大の熱帯雨林・南米アマ
ゾンにすむさまざまな生き物たち
を紹介します。
　ピラニア・デンキウナギ・ヤド
クガエルの仲間・ナンベイオオタ
ガメ（世界最大のタガメ）・ヘラクレ
スオオカブトムシ（世界最大のカ
ブトムシ）他多数展示紹介します。
期間　7月15日（土）～ 9月 18日（日）
場所　おもしろ魚館２F「ギャラリー」
時間　午前9：30～午後 4：30
　　　７／ 20～８／ 31は午後５時まで
見学料　おもしろ魚館観覧券提示
企画イベント

 ・アマゾンタクシー乗車体験
 ・アマゾンダイビング体験
 ・ハイビジョンで学ぶ魚の世界
　「5 周年記念　水遊園サマースペ

シャル」今年の夏も水遊園で思いっ

きり遊ぼう！

　7月 15日（土）～ 8月 31日（木）
夏休み期間中、毎日イベントを開
催します。
 ・大池アドベンチャー・まるごと
水遊園・リバースクール・サマーナ
イトビュー・自由研究レスキュー・
味わい工房・創作工房
 ・アユのつかみどり・バックヤー
ドスペシャル２・バックヤードツ
アーなど
問い合わせ　栃木県なかがわ水遊園
　　　　　　☎ 0287 －98 －3055
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昨年の料理教室

を支援するため、一時的に子ども
を預かったり、幼稚園や保育園の
送り迎えをしたりする「保育サポー
ター」も多数登録しており、情報
提供しています。どうぞ、お気軽
にお電話ください。
　２

フレー フ レ ー

０２０テレフォン栃木
　☎ 028 －625 －2020
相談日時　月～金曜日（祝日を除く）
　午前 9時30分～午後 4時30分
　URL　http://www.2020net.jp

女性の活躍推進セミナー

　6月は男女雇用機会均等月間です

　厚生労働省では、6月を「男女雇
用機会均等月間」として、職場に
おける男女均等について労使を始
め社会一般の認識と理解を深める
ため、全国的に特別活動を展開し
ています。栃木労働局では、栃木
県及び（財）21 世紀職業財団栃木
事務所と共催で、「女性の活躍推進
セミナー」を開催いたしますので、
ぜひご参加ください。
日時　6月23日（金）
　　　午後 1：30～午後 4：30
場所　宇都宮市　アピア
内容　
 ・均等推進企業表彰
 ・栃木女性の活躍推進協議会報告
 ・講演「企業の社会的責任として
　のワーク・ライフ・バランス～
　ポジティブ・アクションから多
　様な働き方」
（株）ニチレイ　経営企画部長兼 CIO
　　　　　　　　　　木谷　宏氏
 ・説明　ポジティブ・アクション
　の具体的取り組み方法について
申し込み　（財）21世紀職業財団栃
木事務所　☎ 028－643－3220

第 15 回「とちぎ教育の日」

ポスター（原画）・提言の募集

　設定されてから15年目を迎える
「とちぎ教育の日」は、県内の教育
団体がこぞって教育の尊重、教育
の振興を目指して展開する一大運
動です。提言の募集は「とちぎ教
育の日」運動を県内に広め、県民
の積極的な参加を促し、本県教育

「料理教室」受講生募集

　毎年好評の料理教室。今年も地
元農村生活研究グループの元気な
おかあさんを講師に迎えて、旬の
野菜や素材を活かす料理をテーマ
に全４回開催します。
日程　午前９時 30分～正午まで（毎回）
 ・第１回　７月２日（日）　トマト料
　理いろいろ（手作りトマトケチャ
　ップほか）
 ・第２回　９月３日（日）　ナス料
　理いろいろ（煮浸しほか）
 ・第３回　12月 17日（日）　大豆
　料理いろいろ（大豆バーグほか）
 ・第４回　１月 28 日（日）　米料
　理いろいろ（おし寿司ほか）
　※都合によりメニューや日程が
　　変更になる場合もあります。
会　場　山村開発センター調理室
参加費　材料費として毎回500円程度
定　員　20名程度
その他　年齢・性別は問いませんが、
できれば２回以上参加できる方。
　小さなお子様の預かり保育も可
能ですので、ご相談下さい。
申し込み締め切り　６月 23日（金）
問い合わせ・申し込み　教育委員
会生涯学習課　☎0287－92－2897

仕事と家庭の両立を支援

２
フ レ ー フ レ ー

０２０テレフォン栃木

　（財）21 世紀職業財団栃木事務
所の「フレーフレー・テレフォン
栃木」では、少子・高齢化が進む
現在、仕事と家庭を両立しながら
働き続けたい方に、もっと安心し
て働けるよう、育児・介護・家事
のサービスに関する情報を電話と
インターネットで提供しています。
　また、子育てしながら働く家族

と生涯学習の振興を図ろうとする
ものです。
ポスター（原画）

締切り　７月28日（金）午後４時
 ・用紙は B4判～ B3判（A3判、 四    
　つ切を含む）
 ・ 原画のみ。文字は入れない。縦長。
提言（教育に関する意見）

締切り　９月７日（木）午後４時
 ・成人の部
◇議題 ①栃木を元気にする教育
　　　 ②こんな学校がとちぎにほしい
◇分量　原稿用紙８～ 10枚
 ・中・高生の部
◇議題①私の学校にこんな先生がいたら
　　　②私が大切にしているなかま
◇分量　原稿用紙４～５枚
　詳細は募集要項または「とちぎ
教育の日」ホームページを参照
http://www6.ocn.ne.jp/~tochikyo/
問合せは「栃木教育の日」実行委
員会　☎ 0287 －643 －0138

親子統計教室の参加者募集

　栃木県では、統計グラフの作成
をとおして統計の正しい作り方、
見方、使い方を知り、身の回りの
出来事をグラフで表現する技術を
養い、統計グラフに興味と親しみ
を深めていただくとともに、統計
グラフ栃木県コンクールへの積極
的な作品応募を呼びかけるため、
次のとおり親子統計教室を開催し
ます。
日時　８月６日（日）
　　　午後 1時～午後 3時30分
会場　パルティ男女共同参画センター
内容　統計グラフの作り方など講
　　　義の後、親子で実際に統計
　　　グラフを作成
講師　市貝町立小貝中央小学校教諭
　　　大塚英子氏　山田弘子氏
対象者　県内の小学生（3年生以上）
　　　　とその保護者
定員　30組 60人（先着順）
費用　無料
申し込み　7月14日（金）までに県
統計課あてに申し込んでください。
問い合わせ　栃木県企画部統計課
　　　　　　 ☎ 028 －623 －2242
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　ボランティア活動の実際②
　学校行事の支援（にこにこ祭）
④ 11月18日（土）午前9：30～正午
　グループ別協議（ボランティア
　スクールに参加して）
　体験談（ボランティアとして来
　校して）
　閉講式、修了証の授与
会場　栃木県立南那須養護学校
参加費等　無料　ただし、ボラン
ティア保険料（300 円）と交通費
及び食費等は自己負担とします。
申し込み

〒321-0532 那須烏山市藤田1181-152
　栃木県立南那須養護学校
　ボランティアスクール係
申込期限　６月 30日（金）
問い合わせ

　栃木県立南那須養護学校
　  ☎    0287 －88 －7571 
　FAX  0287 －88 －9867

知的障害児へのボランティア

活動をしてみませんか？

　ボランティアスクール

　ひびきあう　

　　　笑顔がひらく心のとびら

対象　知的障害児のボランティア
　活動に興味・関心のある高校生・
　専門学校生・大学生・一般社会
　人の方、30名を募集します。
　（ただし、昨年度のボランティア
　スクール修了生を除きます。）
内容

①７月15日（土）午前 9：30～正午
　開講式、オリエンテーション
講話①「本校の児童生徒について」
講話②「本校のボランティアとは」
②７月 22日（土）または８月下旬の週末
　ボランティア活動の実際①
　ＰＴＡ支部活動における支援
③ 11月３日（金）
　午前９：30～午後12：30

もうすぐ夏です！

町民プール　オープン

　町合併にともない、プール開設時
間が変わりました。
期間　７月１日（土）～９月10日（日）
時間　第１回　午前９時 30分～
　　　　　　　午後０時 30分
　　　第２回　午後１時 30分～
　　　　　　　午後４時 30分
問い合わせ　
　総合体育館　☎0287－92－5611

放送大学で学んでみませんか？
　放送大学はテレビ・ラジオで授業を行う通信制大学です。さまざまな年代や職業の方たちへのニーズに応
える科目を360以上ご用意しております。大学や大学院の授業科目を１科目から気軽に学べるチャンスで
す！この機会に放送大学で学んでみませんか！放送大学の教養学部と大学院の特長の一部をご紹介します。
教養学部
①入学試験はありません。
②15歳以上ならばだれでも選科履修生・科目履修生として入学でき、約300科目の中から好きな科目を
　１科目からでも選べます。
③18歳以上で大学入学資格をお持ちの方は、だれでも全科履修生として入学でき、卒業すると学士の取得
　ができます。

学生の種類 入学科 授業料
科目履修生（6ヵ月在学し、希望する科目を履修） 6,000 円　 1単位あたり

5,000 円
（テキスト代含む）

選科履修生（１年間在学し、希望する科目を履修） 8,000 円　
全科履修生（４年以上在学し、学士の学位の取得を目指す） 22,000 円　

大学院
①18歳以上ならばだれでも修士選科生・修士科目生として入学でき、約60科目の中から好きな科目を１
科目から学べます。

学生の種類 入学科 授業料
修士科目生（6ヵ月在学し、希望する科目を履修） 12,000 円　 １単位あたり

10,000 円
（テキスト代含む）修士選科生（1年間在学し、希望する科目を履修） 16,000 円　

※修士課程を修了して、学位「修士（学術）」の資格を目指す修士全科生（平成19年度4月）の募集に関しては、
別途お問い合わせください。
　平成18年度第2学期学生を募集します。詳しい資料を無料進呈いたしますので、お気軽にお問い合わせ
ください。
出願受付期間：6月15日～8月31日
問い合わせ：放送大学栃木学習センター　☎028－632－0572　放送大学ホームページ　http://www.u-air.ac.jp
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雨の季節になりました。　　
足元に気をつけて
遊びにきてね！
中でゆっくりあそびましょう。

父の日のプレゼントつくり
・６月17日（土）午前９:30～　　　　　
　大好きなお父さんへ手作りクッキーをつくりま
　しょう。
　参加費　100円
　申し込み　14日（水）まで

なかよしひろば
・６月21日（水）午前10:00～
　ふうせんであそぼう！
　おやつ代　50円
　申し込み　17日（土）まで

遠　足
・６月24日（土）午前9:00～午後３:00
　場所　那須野ヶ原公園（那須塩原市）
　　　　（雨天時　子ども総合科学館）
　参加費　無料（雨天時　入館料210円）
　申し込み　21日（水）まで　30名で締め切りです。
　 ※申し込み用紙が児童館にあります。取りに来てください。

生け花教室
・６月25日（日）午後１:30～
　初夏の花をさわやかにいけましょう。
　会員以外で参加したい方は21日（水）までに申
　し込んでね。
・花代　700円

なかよしひろば
・７月6日（木）午前10:00～
　七夕まつりごっこをしよう！
　参加費　100円
　申し込み　５日（水）まで

・７月９日（日）第１回　午前10:00～　
　　　　　　　　第２回　午後１:30～
　フェルトでかわいい小物をつくりましょう。
　申し込み　６日（木）まで　・材料費　100円

手芸教室

「児童館」
6月16日～7月15日

のお休み
開館時間　午前９時～午後５時
☎０２８７－９６－３１０９

高校生ボランティアのおはなし会
・７月１日（土）午前10:30～
　アンパンマンの紙しばいや楽しいおはなし
　がいっぱい。七

たなばた

夕かざりをつくります。
・場所　馬頭図書館　じどうしつ

たのしい絵本と紙しばいの会
・７月６日（木） 午前10:30～
　小さなお子さまのためのおはなし会です。
　親子でご一緒にお越しください。
・場所　馬頭図書館　視聴覚室

婦人ボランティアのおはなし会
・７月８日（土）午後２:00～
　おはなしじょうずなボランティアさんが、
　昔ばなしの絵本や紙しばいを読んでくれます。
・場所　馬頭図書館　じどうしつ

読　書　会
・７月12日（水）午後1:30～
　テキスト　「糞尿譚」　
　　　　　　火野葦平／著
　和やかな雰囲気で語りあっています。
　興味のある方はお気軽にどうぞ。
・場所　馬頭図書館　視聴覚室

今
月
の
表
紙

日 月 火
6/16 17

21 22 2318 19 20 24

28 29 3025 26 27 7/1

5 6 72 3 4 8

12 13 14 159 10 11

水 木 金 土

広報なかがわ　平成18年 6月10日

　

５
月
21
日
、
真
夏
を
思
わ
せ

る
よ
う
な
日
差
し
の
中
で
武
茂

小
学
校
運
動
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
「
輝
け
！
友
情
の
力
で
優
勝

め
ざ
せ
」
を
運
動
会
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
48
名
の
児
童
た
ち
は
今
ま

で
練
習
し
て
き
た
成
果
を
お
じ

い
ち
ゃ
ん
や
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の

前
で
披
露
し
て
い
ま
し
た
。

・７月15日（土）午後１:30～
　フラワーアレンジメントをしよう。
　会員以外で参加したい方は12日（水）までに申
　し込んでね。　・花代　700円

生け花教室



お
詫
び
と
訂
正

　

五
月
号
に
掲
載
し
た
「
寄
贈
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
」
の
中
で

○
福
祉
基
金
へ

三
万
円　

武
茂
の
組
合
様
（
馬
頭
）
を

三
万
円　

武
茂
の
郷
組
合
様
（
馬
頭
）
に

お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。
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う
ぶ
ご
え

（
氏　

名
）（
父
母
の
名
）（
住
所
）

滝
田
美み

な

み

奈
心　

知　

朗　

馬　

頭

　
　
　
　
　
　

真
由
美

石
澤　

優ゆ
う

菜な　

尚　

人　

馬　

頭

　
　
　
　
　
　

由
紀
子

杉
森　

天あ

い維　

宮
岡
直
行　

大　

内

　
　
　
　
　
　
杉
森
明
日
香

岡　
　

美み

う羽　

哲　

夫　

大　

内

　
　
　
　
　
　

里　

美

益
子　

隼は
や

斗と　

正　

人　
大
山
田
下
郷

　
　
　
　
　
　
　

瞳　

小
村　

勇ゆ
う
せ
い晴　

良　

和　

小　

川

　
　
　
　
　
　
　

瞳

久
保
田
智ち

え

り
恵
理　

宣　

寿　

浄
法
寺

　
　
　
　
　
　

理
津
子

6月1日現在の人口
（住民基本台帳）

 　男　10,118 人（－ 11）
 　女　10,141 人（－ 19）
 　計　20,259 人（－ 30）
 世帯数  5,977　   （－  2 ）

（　）内は前月との比較

お
く
や
み

（
氏　

名
）　
（
年
齢
）　　
（
住
所
）

五
味
淵
ア
ヤ　
（
90
）　　

馬　

頭

袖
山
新
太
郎　
（
66
）　　

馬　

頭

三
尾
谷
シ
ヅ
カ　
（
86
）　　

馬　

頭

西
宮　

美
治　
（
80
）　　

馬　

頭

郡
司
キ
ミ
ノ　
（
96
）　　

健　

武

深
澤　

幸
絵　
（
22
）　　

矢　

又

小
髙　

朔
男　
（
68
）　　

和　

見

小
林　

キ
ヌ　
（
90
）　　

小　

口

湯
本　

せ
つ　
（
86
）　　

盛　

泉

星　

八
重
子　
（
69
）　　

大　

内

齊
藤　

コ
ト　
（
84
）　　

大
那
地

益
子　

敬
市　
（
74
）　　
大
山
田
下
郷

大
津　

ハ
ツ　
（
82
）　　
大
山
田
上
郷

飯
山　

ヨ
ネ　
（
84
）　　

小　

砂

野
辺　
　

香　
（
75
）　　

小　

川

深
澤
チ
ヱ
子　
（
70
）　　

小　

川

奈
良　

タ
キ　
（
88
）　　

谷　

田

川
井　

瑞
子　
（
54
）　　

東
戸
田

佐
藤　

キ
イ　
（
94
）　　

芳　

井

縄
文
時
代
�
漁�
�
�
�撈
事
情

石
せきすい

錘（三輪仲町遺跡）

　

六
月
一
日
に
那
珂
川
の
ア
ユ
釣

り
が
解
禁
と
な
り
ま
し
た
。
太
公
望

の
方
々
に
と
っ
て
は
、
待
ち
に
待
っ

た
季
節
の
到
来
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
そ
こ
で
今
回
は
、
漁
撈
（
魚

と
り
）
の
歴
史
に
つ
い
て
取
り
上

げ
よ
う
と
思
い
ま
す
。

　

日
本
に
お
け
る
漁
撈
の
は
じ
ま

り
は
、
縄
文
時
代
草
創
期
（
今
か

ら
約
一
万
二
千
年
前
）
ま
で
さ
か

の
ぼ
り
ま
す
。
こ
の
頃
か
ら
徐
々

に
気
候
が
温
暖
化
し
、
魚
貝
類
が

多
く
生
息
す
る
干
潟
が
形
成
さ
れ

た
こ
と
か
ら
、
漁
撈
が
は
じ
ま
っ

た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
縄
文

時
代
以
降
、
水
産
資
源
の
利
用
が

盛
ん
に
な
っ
た
こ
と
は
、
数
多
く

の
貝
塚
か
ら
も
知
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
縄
文
時
代
で
最
も
暖
か
か
っ

た
前
期
（
今
か
ら
約
六
千
年
前
）
に

は
、
現
在
よ
り
も
気
温
が
二
〜
三

度
高
く
、
栃
木
県
で
も
藤
岡
町
に

は
、
海
水
が
流
入
す
る
汽
水
域
の
河

口
に
棲
む
ヤ
マ
ト
シ
ジ
ミ
を
主
体

と
す
る
貝
塚
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
満
潮
時
に
は
こ

の
付
近
ま
で
海
水
が
入
り
込
ん
で

い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

次
に
、
縄
文
時
代
の
漁
具
と
獲

物
に
つ
い
て
見
て
い
き
ま
す
。
漁

具
に
は
、
釣
針
・
漁
網
・
モ
リ
や

ヤ
ス
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
モ
リ
は

お
も
に
海
で
大
型
魚
や
海
獣
を
捕

る
と
き
に
使
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
、

海
岸
近
く
の
遺
跡
か
ら
出
土
し
て

い
ま
す
。釣
針
は
、海
釣
り
で
は「
し
」

形
、
川
釣
り
で
は
ま
っ
す
ぐ
な
形

の
も
の
が
お
も
に
使
わ
れ
て
い
ま

し
た
。
釣
針
の
素
材
は
ほ
と
ん
ど

が
鹿
角
で
す
が
、
現
在
と
同
じ
形

の
も
の
が
多
数
出
土
し
て
い
ま
す
。

こ
の
他
、
竹
な
ど
を
筒
状
に
編
み
、

魚
類
を
誘
導
す
る
道
具
の
「
う
け
」

や
、
木
や
竹
な
ど
で
魚
が
末
端
に

迷
い
込
む
よ
う
に
し
た
施
設
の
「
え

り
」
も
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。

　

獲
物
と
し
て
は
、
海
で
は
タ
イ

や
マ
グ
ロ
か
ら
イ
ワ
シ
ま
で
、
川

や
湖
沼
で
は
、サ
ケ
や
ア
ユ
、コ
イ
、

ウ
ナ
ギ
な
ど
、
大
小
さ
ま
ざ
ま
な

魚
が
捕
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
漁
具

と
獲
物
の
多
様
性
か
ら
、
獲
物
に

応
じ
て
漁
具
を
使
い
分
け
、
巧
み

に
漁
を
行
な
っ
て
い
た
様
子
が
わ

か
り
ま
す
。　

　

と
こ
ろ
で
、
縄
文
時
代
に
那
珂

川
町
で
暮
ら
し
て
い
た
人
々
は
、

ど
の
よ
う
に
し
て
魚
を
捕
っ
て
い

た
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
を
知
る

手
が
か
り
が
、
左
の
写
真
に
あ
り

ま
す
。
一
見
た
だ
の
石
こ
ろ
の
よ

う
に
見
え
ま
す
が
、
切
り
込
み
や

溝
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、「
石
錘
」

と
呼
ば
れ
て
い
る
も
の
で
、
漁
網
に

取
り
付
け
る
錘
お
も
り
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
町
内
で
は
三
輪
仲
町
遺
跡
な

ど
、
縄
文
時
代
の
遺
跡
か
ら
多
数

出
土
し
て
い
ま
す
。
他
の
漁
具
は

ヤ
ス
一
点
し
か
見
つ
か
っ
て
い
な

い
の
で
、
当
時
は
網
漁
が
盛
ん
だ
っ

た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
ま
た
魚

骨
そ
の
も
の
は
見
つ
か
っ
て
い
ま

せ
ん
が
、
獲
物
は
那
珂
川
を
遡
上

す
る
ア
ユ
や
サ
ケ
、ハ
ヤ
な
ど
と
想

像
で
き
ま
す
。

　

硬
い
石
を

加
工
し
て
石

錘
を
つ
く
る

姿
を
想
像
す

る
と
、
当
時

の
人
々
の
漁

撈
に
か
け
る

真
剣
な
思
い
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

　
（
な
す
風
土
記
の
丘
資
料
館　

　
　
　
　
　

学
芸
員　

伊
藤
良
枝
）

漁
ぎょもう

網（複製）と石
せきすい

錘
小川館にて展示しています

※
掲
載
は
希
望
者
の
み
で
す
。
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― 企画展 ―　大正ロマン・竹久夢二展

　竹久夢二（1884 ～ 1934）は、
岡山県邑

お

久
く

郡本庄村（現・瀬戸市）
の竹久家の４人兄姉の次男として生
まれ、名は茂次郎といいます。17
歳で上京し早稲田実業学校に苦学し
ながら通い、21歳の時に『中学世界』
に夢二の名で投稿した作品「筒井筒」
が１等になり、翌月には学校を中退
し投稿家生活を始めました。25 歳
の時に出版した『夢二画集　春の巻』
が好評で、続けて『夢二画集』シリー
ズを発表し人気作家の仲間入りをし
ます。夢二の作品は、出版界を通し
て庶民階層から圧倒的な支持を受け
ました。
　120 年経った今日でも夢二の人気は高く多く
のファンを魅了しています。夢二の人生は映画
やＴＶドラマ化され、展覧会は毎年どこかで必
ず行われ多くの冊子に夢二の人生、芸術論など
が書かれています。これからも夢二の作品は時
代を超えて多くの人々を魅了するでしょう。
　図の作品は、大正 13 年（1924）から昭和３
年（1928）までの４年間に 55 冊出版した婦人
クラブという雑誌で、夢二の作品は毎号その表
紙を飾っていました。作品名は「April Fool」（作

品中には「APL・FOOL」と書かれている）です。
椅子に座っているのは、当時銀座で流行してい
たカフェの女給です。女給の手には目を隠すマ
スク、天井からはブドウの房がデザインされた
照明と提灯が吊されています。丁度、女給の方
にシルクハットに蝶ネクタイ、スーツ姿の男性
が花束を持って近づいて来るところです。これ
から始まるドラマの前触れのようです。

（学芸員　市川　信也）

作品名「婦人グラフ April Fool」大正 15 年（1926）
4 月号　表紙絵　国際情報出版社

ミニ
ギャラリー

　アトリエで「キャンバスに向
かっているときが楽しい時間で
す」と話してくれた金子次郎さ
んは、今年で 90歳。今までに
描き上げた作品は、1,500 点以
上にもなるそうです。「これか
らもまだまだ作品を描き続けま
す」と元気に話していました。

「婦人グラフ April Fool」

「金子次郎さんの水彩画」 那
珂
川
よ
り
那
須
山
遠
望

夕
暮
れ
時
武
茂
川
の
つ
り
橋


